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鬼
怒
川
で
は
外
来
植
物
の
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ

ガ
ヤ
の
急
激
な
繁
茂
に
伴
い
、
礫
河
原
固
有
生

の
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
等
を
保
全
す
る
た
め
に
、
市

民
・
学
校
・
研
究
者
・
行
政
が
「
鬼
怒
川
の
外

種
対
策
を
考
え
る
懇
談
会
」
を
通
じ
て
情
報
交

換
・
情
報
共
有
を
し
、
保
全
の
た
め
の
取
り
組

を
協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。

氏
家
大
橋
上
流
左
岸
の
東
大
実
験
地
で
の
保

全
活
動
に
は
、
年
々
参
加
者
が
増
加
し
こ
れ
ま

に
延
べ
約
二
千
五
百
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
新
た
に
上
三
川
町
で
も
カ
ワ

ノ
ギ
ク
の
保
全
活
動
の
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
絶
滅
の

危
険
性
が
高
い
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
で
す
が
、
栃

県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
で
危
険
度
は
ワ
ン
ラ
ン

ク
下
で
す
。
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
は
全
国
で
４
県
し

生
育
し
て
お
ら
ず
、
Ⅱ
類
の
県
は
栃
木
県
の
み

す
。
こ
れ
は
地
域
の
自
然
を
守
る
各
団
体
が
保

活
動
を
持
続
的
に
行
っ
て
い
る
効
果
が
現
れ
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
保
全
活
動
を

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

鬼
怒
川
の
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク

保
全
活
動
継
続
中

第６回懇談会の状況

二
月
二
十
七
日
（
水
）
、
下
館
河
川
事
務
所
で
は
、

結
城
市
と
合
同
で
鬼
怒
川
洪
水
情
報
伝
達
演
習

を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
小
貝
川
で
の
演
習
（
取
手
市
と
合
同

で
実
施
）
に
引
き
続
き
、
本
年
度
は
下
館
河
川
事

務
所
と
結
城
市
が
連
携
し
、
鬼
怒
川
に
お
い
て
洪

水
に
よ
る
堤
防
決
壊
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
て
地
域
住
民
の
避
難
訓
練
な
ど
も
含
め
た
演

習
を
行
い
ま
し
た
。

演
習
で
は
、
実
際
の
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

洪
水
対
策
及
び
重
大
災
害
対
策
へ
の
判
断
･
指

導
･
実
施
が
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
、
下
館
河
川
事
務
所
の
職
員
と
沿
川
自
治
体
の

職
員
が
、
情
報
伝
達
や
、
避
難
勧
告
の
発
令
の
検

討
、
災
害
復
旧
工
法
の
検
討
等
な
ど
の
実
働
演
習

を
行
い
、
災
害
対
応
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

結
城
市
と
『
鬼
怒
川
洪
水
情
報
伝
達
演
習
』
を
実
施

結城市長 下館河川事務所長
（スカイプを活用したホットライン）

結城市災害対策本部

情報連絡員派遣（通称リエゾン）

リ
エ
ゾ
ン
を
結
城
市
へ
派
遣
し
、

積
極
的
に
情
報
の
収
集
や
提
供
を

す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

水
防
活
動
状
況
、

河
川
や
内
水
の
被

害
情
報
、
今
後
の
水

位
予
測
、
浸
水
予
測

を
収
集
・
整
理
し
、

避
難
勧
告
発
令
等

を
判
断
し
住
民
の

安
全
確
保
や
避
難

状
況
把
握
の
演
習

を
実
施
し
ま
し
た
。

結城市長と下館河川事務所長間の

ホットラインにより、重要情報の迅速か

つ確実な共有がなされました。

下館河川事務所洪水対策支部鮭
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た

二
月
二
十
四
日
（
日
）
真
岡
市
の
五
行
川
（
東
郷

公
民
館
下
）
に
お
い
て
、
N
P
O
法
人
に
よ
り
、

鮭
の
稚
魚
放
流
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
は
、
鮭
守
の
会
の
方
々
が
、
秋
に
遡
上

し
た
鮭
か
ら
採
卵
し
、
孵
化
さ
せ
、
日
々
の
温
度

等
を
管
理
し
育
て
た
鮭
の
稚
魚
約
五
万
匹
を
放

流
し
た
も
の
で
、
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
真
岡
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
子
供
た
ち
は
、

鮭
守
の
会
の
活
動
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
し
て
踊

踊る真岡ミュージカルの子供たち

放流される鮭の稚魚

笑顔の鮭守の会の皆様

り
、
「
四
年
後
に
は
元

気
で
ふ
る
さ
と
の
五

行
川
に
帰
っ
て
お
い

で
！
」
と
声
を
か
け
、

放
流
を
手
伝
い
ま
し

た
。
稚
魚
を
放
流
で

き
た
喜
び
で
鮭
守
の

会
の
皆
さ
ん
は
、
笑

顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

桜
前
線
、
北
上
中
！

今
年
の
桜
は
、
平
年
よ
り
早
く
咲
く
よ
う
で

東
京
で
は
三
月
十
六
日
に
過
去
最
早
タ
イ
で

花
し
ま
し
た
。
桜
の
花
芽
は
冬
の
低
温
に
さ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
眠
り
か
ら
覚
め
、
開
花
の
準

備
を
始
め
ま
す
。

今
年
の
冬
は
低
温
で
経
過
し
、
三
月
か
ら
は

年
を
上
回
る
気
温
の
高
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

こ
の
た
め
桜
の
目
覚
め
が
早
く
な
っ
た
よ
う
で

鬼
怒
川
・
小
貝
川
沿
川
に
は
、
桜
の
名
所
と

な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

桜
満
開
の
鬼
怒
川
・
小
貝
川
で
春
を
満
喫
し

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

福岡堰（つくばみらい市）岡堰（取手市）

石井さくらづつみ（宇都宮市）さくら荘（取手市）

桜ライトアップ

（３月下旬～４月上旬）

下
館
河
川
事
務
所
管
内
の

河
川
工
事
が
完
成

下
館
河
川
事
務
所
管
内
で
は
、
出
水
期
終
了
後
、

約
四
十
箇
所
の
河
川
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

続
々
と
完
成
し
て
い
ま
す
。

鎌
庭
出
張
所
管
内
で
は
、
茨
城
県
常
総
市
中
妻

町
地
先
で
施
工
さ
れ
て
い
た
「
三
妻
低
水
護
岸
工

事
」
が
三
月
十
一
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
本
工
事

で
は
、
洪
水
時
の
河
岸
浸
食
防
止
の
た
め
、
低
水

路
に
新
た
に
か
ご
マ
ッ
ト
工
法
に
よ
る
護
岸
を

施
し
、
そ
の
前
面
に
根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す

る
こ
と
で
河
岸
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
か
ご
マ
ッ

ト
の
上
に
土
を
施
し
た
こ
と
で
植
生
を
促
進
し
、

よ
り
早
く
緑
豊
か
な
景
観
の
復
元
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

工事イメージ 工事着手前

工事完成後

根固めブロック

（河岸の強化）

かごマット

（土を施し植生を促進）

メ
物

市
来

組
み

保
でラ

た
。

の栃
木

ン
かで

保
全

て
を
行 す

。

で
開

さ
準

平
す
。

で
す
。

し
て※写真は全て昨年以前に撮影しています※


